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【要望趣旨】

令和７年２月１３日

青森県知事 宮下 宗一郎

本県において、昨年末から降り続く大雪に

より、青森市、弘前市等を含む津軽地方で

は、１月５日時点において過去１０年平均に

比べ、累計降雪量で約１．６倍、積雪深で

観測史上最大を記録し、雪害による人的被害

や道路・鉄路・空路の交通機能の麻痺が発生

する非常事態となりました。また、県内１０

市町村では災害救助法を適用する事態とな

り、適用住宅は計４３６件にも上りました。

各自治体では豪雪対策本部を設置し、道路

交通の安全確保に努めているところであり、

今後も例年を上回る降雪が予想されるため、

社会資本整備総合交付金に加え、除雪費補助

や市町村に対する臨時特例措置など道路除排

雪経費の追加配分について、特段のご配慮を

要望します。
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◎除雪費の執行状況・追加要望額（令和7年1月31日現在）

補助対象外

上段：国費
下段：事業費

単位：百万円

844

②交付必要額
（②＝①）

③交付済額 ④要望額
（④＝②－③）

2,778
(3,408)
5,112

所用見込み額

①補助対象額

7,890
7,890

(1,852)8,734 (5,260)

令和６年度 除雪費執行状況

当初予算

６,１５４（百万円）

１月１５日専決処分

約２３億円

過去最大・最速

最終所要見込額

約８７億円

過去１０年平均値の約２倍

補助対象外
844

③交付済額

④要望額１月３１日時点執行状況

約５６億円

当初予算の約９１％に相当

前回要望（1月22・23日）時点

執行見込み判断ライン

現時点における

執行見込み判断ライン

１月１０日時点執行状況

約４４億円

当初予算の約７２％に相当

約２０日経過 寒波 寒波
（予想）
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津軽地方で

1月5日時点における累計降雪量が

過去最大を更新した観測点

令和６年度における豪雪状況（２月５日時点）

(１０年平均)累計降雪量５１８ｃｍ

○青森市で年末年始の１０日間で累計１６３cmの降雪を観測（過去１０年平均の１月分に相当）
○津軽地方で観測史上最大の積雪深を観測（青森市１３９ｃｍ（1／5）、弘前市１２６ｃｍ（1／17））
○津軽地方で累計降雪量が過去１０年平均の約１．６倍超
○県内観測点（津軽地方）の約７割となる２５観測点で累計降雪量が直近１０か年の最大を更新

(１０年平均)累計降雪量４７６ｃｍ

１月１７日時点累計降雪量
３９０ｃｍ

平年比約１．７倍
僅か10日間で

１３６ｃｍの降雪
【例年約1か月分の降雪量に相当】

約３倍

：津軽地方

約３倍

１月１７日時点の弘前市最大積雪深

１２６ｃｍ

観測史上最大

１月５日時点の青森市最大積雪深

１３９ｃｍ

観測史上最大

１月５日時点累計降雪量
３５２ｃｍ

平年比約１．６倍
僅か10日間で

１６３ｃｍの降雪
【例年約1か月分の降雪量に相当】

２月５日時点累計降雪量

４５５ｃｍ

平年比約１．４倍

２月５日時点累計降雪量

４９６ｃｍ

平年比約１．３倍
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災害救助法適用

１０市町村の道路状況

1月16日 緊急要望(石破総理大臣)

1月7日～11日 黒石市（市町村支援マッチング）1月11日 視察状況(鶴田町)

青森市（市道） 平川市（県道弘前環状線）

※青森ﾃﾚﾋﾞ提供

1月22日 緊急要望(中野国土交通大臣)
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国土交通省と青森市・弘前市による連携除雪

国土交通省と連携した

市町村支援の体制強化

令和７年１月１１日(土) ２２時～実施済

▼東奥日報１月１３日付▼

陸奥新報１月１２日付▶

県による市町村支援マッチング(令和７年２月５日時点)

令和７年１月２４日(金) ２０時～実施済

▲陸奥新報１月２５日付▲

青森市 弘前市



各種報道（抜粋）

▼東奥日報１２月３１日付▼

▼東奥日報１月３日付▼

▲陸奥新報１月７日付▲

記録的大雪道路･鉄路･空路交通麻痺

雪害相次ぐ人的被害も

先手対応災害救助法適用

▲陸奥新報１月８日付▲

▲陸奥新報１月８日付▲

県の新たな取組

除排雪マッチング支援

▼陸奥新報１月８日付▼


